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要旨 

 

 高齢入院患者と看護学生との関係について、実習の関わりが高齢入院患者自身の QOL

に及ぼす影響に焦点をあてた研究はない。しかし、実習の場において、実習中の受け持ち

を引き受けた高齢入院患者が、以前に増して活き活きと療養生活を送っている様子を度々

目にすることから、もし、看護学生との関わりが高齢入院患者自身の心身における活力維

持に効果を及ぼすことが明らかになれば、何より実習中の受け持ちを引き受ける高齢入院

患者自身にとっての利点に繋がると考え、本研究に取り組んだ。 

 調査対象者の選定においては、高齢入院患者の主観的 QOL に及ぼす影響が大きいと考

えられる要因は可能な限り除外することが望ましいと考え、①療養病院あるいは一般病院

の内科慢性期病棟に入院している高齢入院患者、②看護学生の実習中の受け持ちとなった

患者、③意思疎通が良好で、調査の質問内容の認知機能に支障のない患者、④本研究への

協力の承諾が得られた患者、これら①～④全てに該当する患者を調査対象と設定し、看護

実習を受け入れている3つの一般病院に入院中で協力が得られた14名の高齢入院患者のう

ち 12 名の調査結果を分析した。 

 調査方法は、看護学生の受け持ち開始前と受け持ち終了時の各時期に各質問紙調査や面

接によるインタビュー調査を行い、測定値の変化やインタビュー内容の分析を行った。調

査には健康関連 QOL 尺度である SF-36、GDS-15、Barthel Index などの指標を用いて行った。 

 結果、受け持ち開始前と受け持ち終了時の主観的 QOL の比較としては、SF-36 の 2 つの

因子「身体的健康度」「精神的健康度」はいずれも受け持ち開始前より受け持ち終了時の

ほうが平均得点が上昇しており「身体的健康度」は有意な得点の上昇が認められた(p<0.05)。

「身体的健康度」を構成する下位尺度のうち「身体機能」「体の痛み」の 2 つの尺度で有

意な得点の上昇を認めた(p<0.05)。GDS-15は受け持ち開始前より受け持ち終了時のほうが

有意な得点の減少を認めており(p<0.05)、うつ傾向は改善していた。Barthel Index は、受け

持ち開始前より受け持ち終了時のほうが有意な得点の上昇を認めた(p<0.05)。 

 学生受け持ち終了時の実習に対する思いについては、受け持ちを終了して欲しくないと

肯定的に受け止めている患者が 75％を占めていた。学生受け持ち終了時の実習に対する肯

定・否定感と実習終了時の主観的 QOL の相関をみたところ、「身体的健康度」「身体機

能」「全体的健康感」「活力」で、肯定感が高ければ主観的 QOL も高い傾向が見られた。 

 インタビュー内容の分析では、高齢入院患者の実習に対する思いが肯定的か否定的かに

関わらず「学生に対する思い」「患者自身にとっての思い」は共通カテゴリーに挙がって

いた。異なる点としては、実習を肯定的にとらえている患者からは、学生から受けた様々

なケア(足浴、血圧測定、など)についての説明が述べられていたが、否定的にとらえてい

る患者からはそれらが全く述べられていなかった。 

 実習前に比べて、実習終了時に主観的 QOL 指標の得点上昇がみられたことおよび実習

に対して肯定的な回答が多かったことは、看護学生の受け持ちが高齢入院患者の主観的

QOL の高まりに寄与していた可能性が考えられる。 

 本研究では、調査対象数が少ないことによりデータの一般化は困難であった。今後、コ

ントロール群の設定も視野に調査対象数確保に努め、看護実習と高齢入院患者の QOL と

の関連を明確に位置付けられるよう取り組む必要性があると考える。 
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